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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
は
、

「
世
界
の
中
に
あ
る
環
境
問
題
、
差
別
、
貧
困
、

人
権
問
題
と
い
っ
た
課
題
を
世
界
の
み
ん
な
で

２
０
３
０
年
ま
で
に
解
決
し
て
い
こ
う
！
」と
い

う
計
画
、
目
標
の
こ
と
で
、
17
の
目
標
と
１
６
９

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
体
の
目
標
と
し
て
、
全
て
の
人
々

の
人
権
を
実
現
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
全
て

の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
達
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
で
も
５
番
目
の
目
標
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な
に
？

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
い
わ
ゆ
る
生
物
学
的
な

性
別
に
対
し
て
、
世
の
中
の
男
性
と
女
性
の
社

会
的
、
文
化
的
な
役
割
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

性
別
の
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、「
家
事
は
女
性
が
す
る
も
の
」「
男

の
子
だ
か
ら
泣
い
た
ら
い
け
な
い
」な
ど
男
女

の
違
い
に
よ
っ
て
、
周
り
の
人
が
無
意
識
に
抱

く
イ
メ
ー
ジ
や
役
割
分
担
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

不
平
等
が
生
ま
れ
ま
す
。

　「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」と
決
め
つ
け

な
い
で
、
１
人
の
個
人
と
し
て
認
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

世
界
と
比
べ
て
日
本
の
男
女
格
差
は

ど
の
く
ら
い
？

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
各
国
に
お
け
る

「
経
済
」「
政
治
」「
教
育
」「
健
康
」の
４
分
野
で
、

男
女
の
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
を
２
０
２
１
年
３
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
世
界
１
５
６
カ
国
中
、
１
２
０
位
。

先
進
７
カ
国
中
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
政
治
と
経
済
で
の
順
位
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
理
由
と
し
て
、
日
本
で
は
、
政
治
家
や
研
究

者
に
女
性
が
少
な
い
、
男
性
が
女
性
よ
り
所
得

が
多
い
と
い
う
収
入
格
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
？

　
掃
除
、
洗
濯
、
た
く
さ
ん
の
見
え
な
い
家

事
、
女
性
だ
け
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

　
左
の
表
を
見
て
み
る
と
、
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
に
反
対
と
い
う
意
見
が
女
性
も
男
性

も
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
夫
婦
の
家
事
関
連
時
間
を

見
る
と
、
女
性
と
男
性
の
差
が
こ
ん
な
に
も
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
数
字

を
見
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
妻
の
就
業
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
夫
の
家

事
関
連
時
間
は
、40
分
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

近
年
の
全
国
に
お
け
る
共
働
き
世
帯
の
割
合

は
、
約
７
割
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
５
番
目
の
目
標

｢

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う｣

　
全
て
の
女
性
お
よ
び
女
児
に
対
す
る
、

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
・
暴
力
を

排
除
す
る
と
と
も
に
女
性
が
自
分
の
こ
と

を
自
分
で
決
め
な
が
ら
生
き
る
力
を
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
、
９
つ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
合
先
／
ひ
と
み
ら
い
政
策
課

ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（
内
線
４
７
４
１
）

鹿児島県の男性の家事・育児力は全国 39位！
（国内住宅メーカー発表）

ジェンダーギャップ指数（2021）上位国及び主な国の順位
順位 国　名 値 前年値 前年からの順位変動
1 0.892 0.877 −
2 0.861 0.832 1
3 0.849 0.842 -1
4 0.840 0.799 2
5 0.823 0.820 -1
11 0.796 0.787 -1
16 0.784 0.781 -1
23 0.775 0.767 -2
24 0.772 0.772 -5
30 0.763 0.724 23
63 0.721 0.707 13
79 0.710 0.708 -4
81 0.708 0.706 −
87 0.701 0.700 −
101 0.688 0.700 -16
102 0.687 0.672 6
107 0.682 0.676 -1
119 0.657 0.660 -1
120 0.656 0.652 1
121 0.655 0.668 -10
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フ ィ ン ラ ン ド
ノ ル ウ ェ ー
ニュージーランド
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米 国
イ タ リ ア
タ イ
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ベ ト ナ ム
イ ン ド ネ シ ア
韓 国
中 国
ア ン ゴ ラ
日 本
シ エ ラ レ オ ネ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
共
通
の
目
標

　
　
　～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
～

63.4％

「令和 2 年版 男女共同参画白書」
内閣府男女共同参画局

固定的な性別役割分担意識に反対

55.6％

女性

男性

夫婦の家事関連時間（本県）
「平成 28 年社会生活基本調査」総務省

夫有業
妻無業世帯

共働き世帯

36分

男性

女性

252
分

40分
男性

女性

407
分
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「
手
伝
っ
て
い
る
」っ
て
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
家
事
や
、
育
児
を
一
緒
に
シ
ェ
ア
す
る
気
持

ち
を
大
切
に
。「
手
伝
っ
て
い
る
」は
、
相
手
が

し
て
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
り
、
相
手
の
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
乗
っ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　「
手
伝
う
よ
」で
は
な
く
、「
一
緒
に
し
よ
う
」

と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
声
を
掛
け
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
は
、
た
く
さ
ん

　
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
は
、
た
く
さ
ん

の「
良
い
こ
と
」が
あ
り
ま
す
。

の「
良
い
こ
と
」が
あ
り
ま
す
。

　「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」で
は
な
く
、

　「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」で
は
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
よ
く
話
し
合
い
お
互
い
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
よ
く
話
し
合
い
お
互
い
を

分
か
り
合
い
な
が
ら
、
協
力
し「
楽
し
む
」

分
か
り
合
い
な
が
ら
、
協
力
し「
楽
し
む
」

と
決
め
て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
決
め
て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎ 

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参

画
に
は
、
イ
ク
ボ
ス
の
力
も

必
要

　
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
に
は
、

働
い
て
い
る
企
業（
事
業
所
）の
上
司
の

理
解
が
大
切
で
す
。
早
く
帰
宅
で
き
る
よ

う
な
残
業
縮
減
の
取
り
組
み
や
職
場
全

体
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
家
事
・

育
児
へ
参
画
し
や
す
い
職
場
作
り
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ひ
と
み
ら
い
政
策
課
長

入
枝
哲
也

　
今
年
７
月
の
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
講
演
に
お
い
て
、海
外
の
方
に「
イ
ク
メ
ン
」

と
い
う
英
単
語
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
Ｆ
ａ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ（
父
親
）」と
返
っ
て
き
た
と
の
話
を
聞

い
て
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
海

外
で
は
、
男
女
と
も
に
育
児
を
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
、
男
性
が
育
児
を
す
る
こ
と
を

取
り
立
て
て
、
別
の
言
い
方
は
し
な
い
そ
う

で
す
。
イ
ク
メ
ン
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
育

児
は
女
性
が
す
る
も
の
と
い
う
固
定
概
念
の

も
と
に
生
ま
れ
た
日
本
独
自
の
も
の
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
男
性
の
家
事
育
児
参
画
の
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
家
事
育
児
」

と
い
っ
た
古
い
価
値
観
を
捨
て
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
話

し
合
う
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
そ
の
た
め
の「
お
う
ち
時
間
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
男
性
の
家
事
育
児
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
男
性
の
意
識
や
働
き
方
が
変
わ
る
こ
と
で
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
が
、
そ
し
て
社
会
全
体

が
変
わ
っ
て
い
き
、
い
つ

か「
イ
ク
メ
ン
」と
い
う
言

葉
が
な
く
な
る
日
が
く
る

と
い
い
で
す
ね
。

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の

参
画
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の

参
画
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の

取
り
組
み
へ
の
第
１
歩

取
り
組
み
へ
の
第
１
歩家事・育児への参画のメリット

１．経験して初めて知ることがたくさんあり、世界が広が
　　り人生が楽しくなります。仕事にも役立ちます。
２．家事・育児の中に新しいアイデアが生まれます。
３．夫婦が力を合わせて同じ経験を積み重ねていくことで
　　心に余裕が生まれ、家族の信頼も強まります。
４．いくつかの物事を同時に行う能力やマネジメント能力
　　が身につきます。
５．子どもを通じて地域とのつながりが生まれ、地域を知
　　ることや、お互い助け合えるきっかけにもなります。

▲市HP



　
今
回
は
、
多
く
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

る
重
要
な
財
源
の
１
つ
、
市
税
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

  

市
民
税

　
市
民
税
は
、
前
年
中（
１
月
１
日
～
12
月

31
日
）に
一
定
の
所
得
の
あ
っ
た
個
人
に
対

し
て
、
原
則
１
月
１
日
の
住
所
地
で
県
民
税

と
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
場
合
で
も
、
退
職

時
ま
で
の
所
得
に
対
し
、
翌
年
度
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
提
出
さ
れ
た
申
告
書
や
給
与
支
払

報
告
書
な
ど
に
よ
り
、
市
民
税
や
国
民
健
康

保
険（
以
下｢

国
保｣

）税
を
計
算
し
ま
す
。

  

固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資

産
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産

そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
が
、
次
の
金
額
に

満
た
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
土
　
　
地
　
　
　
　
30
万
円

　
家
　
　
屋
　
　
　
　
20
万
円

　
償
却
資
産
　
　
１
５
０
万
円

●
各
種
届
出
の
お
願
い

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
ま
た

は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

と
き（
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
）

②
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

（
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出
書
）

③
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と
き

④
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き（
現
所
有
者
申

告
書
）

⑤
共
有
代
表
者
を
変
更
す
る
と
き（
共
有
代

表
者
変
更
申
告
書
）

⑥
共
有
資
産（
山
林
）の
固
定
資
産
税
を
、
全

て
の
共
有
者
が
分
割
納
付
に
同
意
し
、
申

請
す
る
場
合（
共
有
者
分
割
納
付
申
請
書
）

⑦
納
税
管
理
人
を
設
定
、
解
除
、
変
更
す
る

と
き（
納
税
管
理
人
申
告
書
・
承
認
申
請

書
）

●
償
却
資
産
申
告
の
お
知
ら
せ

　
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
保
有
す

る
償
却
資
産（
遊
休
・
未
稼
働
を
含
む
）を
１

月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

  

軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
軽

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

●
早
め
の
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を

　
軽
自
動
車
な
ど
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、
使

用
し
な
く
な
っ
た
り
、
買
い
替
え
を
し
た
場

合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し

な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
廃
車
な
ど
の
手
続
き
先

▼
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
お
よ

び
小
型
特
殊
自
動
車
＝
本
庁
税
務
課
、
各

支
所
、
甑
島
振
興
局
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
受
付
の
み
）

▼
軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島

事
務
所

　

０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
６
１

▼
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
＝
九
州
運
輸

局
鹿
児
島
運
輸
支
局

　

０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
９

  

国
保
税

　
国
保
税
は
、
世
帯
主
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者

で
あ
っ
て
も
世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が
い
る

場
合
は
、
世
帯
主
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
税
額
は
加
入
者
分
で
計
算
）

　
就
職
・
退
職
や
転
入
・
転
出
な
ど
で
国
保

へ
の
加
入
や
脱
退
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
14
日
以
内
に
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
、甑
島
振
興
局
、市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
受
付
の
み
）へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
遅
れ
る
と
、
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

使
用
済
核
燃
料
税

　
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
者
に
対
し
て
課
さ

れ
る
税
で
、
防
災
対
策
な
ど
広
く
市
民
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

大
切
な
納
税

　
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
健
康
で

安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
道
路
・
下

水
道
・
公
園
の
整
備
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、

消
防
対
策
な
ど
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税
・
　

軽
自
動
車
税
・
国
保
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、
納
付
書
・
預

金
通
帳
・
通
帳
の
届
け
出
印
を
金
融
機
関

の
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／

▼
市
民
税
・
国
保
税
＝
本
庁
税
務
課
市
民
税

Ｇ（
内
線
２
２
３
１
～
２
２
３
３
）

▼
固
定
資
産
税
＝
本
庁
税
務
課

　
土
地
Ｇ（
内
線
２
２
４
１
～
２
２
４
３
）

　
家
屋
Ｇ（
内
線
２
２
５
１
～
２
２
５
３
）

▼
軽
自
動
車
税
＝
本
庁
税
務
課
税
制
Ｇ（
内

線
２
２
２
１
・
２
２
２
２
）

▼
税
の
収
納
関
係
＝
本
庁
収
納
課
滞
納
整
理

Ｇ（
内
線
２
４
２
１
・
２
４
５
１
）

▼
甑
島
地
域
に
お
け
る
税
＝
甑
島
振
興
局

  

◎
市
税
に
関
す
る
納
付
相
談

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
納
付
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
収
納
課
滞
納
整
理
Ｇ（
内
線

２
４
６
７
・
２
４
２
４
）ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

11月11日（木）～17日（水）は、｢税を考える週間｣です。
暮
ら
し
を
支
え
る
税

122021.11.10 広報

考えよう　猫の正しい飼い方のこと ▲

 本庁環境課生活環境Ｇ（内線 2742）
問
合
先

ご近所に迷惑を掛けていませんか？
　飼い主が知らないところでトラブルが起きて
いるかも知れません。
　・よその家の庭や畑でうんちやおしっこをする
　・けんかや発情期の鳴き声がうるさい
　・花壇や畑、ごみを荒らす
　・爪で車を傷付ける
　・家の中に勝手に入ってくる　など

猫の適正飼養ガイドラインを策定しています
　市では、猫によるトラブルを未然に防止していくため猫の適正飼養ガイドラインを
策定し、人と猫が調和した快適な居住環境の維持向上と、人と猫が共生できるまちづ
くりを図るための基本的なルールを示しています。

猫の室内飼いを徹底するためには、
猫の欲求を満たす環境も必要です
◆外を眺める場所

室内飼いのデメリットは「退屈」です。そこで窓の外を見るという刺激を
与えましょう。ただし、縄張り意識の強い猫は、外に猫を見付けると不安
を覚えて室内でマーキングをすることもありますので、注意が必要です。
◆上下運動
猫は立体空間の移動や、複雑に入り組んだスペースの移動を好みます。
部屋の中の家具の配置を考えて、猫が上下運
動できるよう工夫してみましょう。
◆爪研ぎ
猫は爪を研いで古い爪を剥がし、新しい爪
に再生させます。部屋に適切な爪研ぎがない
と、家具や柱などで爪を研ぎますので、専用
の物を用意しましょう。
◆隠れ場所
猫は本来臆病な動物です。急な来客や何か
に驚いたときに、猫が逃げ込めるスペースを
用意しましょう。

▲ ��市 HP猫の適
正飼養ガイド
ライン

▲��出典：厚労省HPより

猫に多いトラブルを防ぐため、
飼い主が守るべきこと
●最後まで愛情と責任を持って飼いましょう
●室内で飼いましょう
●不妊・去勢手術をしましょう
●迷子札を付けましょう

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
巡
る
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

感染者の発生状況
　最新の数値については、市ホーム
ページで公開しています。

ワクチン接種状況
　市内、57の医療機関でのワクチン
接種を進めています。
　最新の状況は市ホームページで公
開しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報
問
合
先
／
市
民
健
康
課
予
防
Ｇ

（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

（
22
）８
８
１
１

  

マ
ス
ク
を
正
し
く

  

使
用
し
ま
し
ょ
う

・
マ
ス
ク
は
、
鼻
と
口
の
両
方
を
確
実
に

覆
い
、
隙
間
が
な
い
よ
う
に
顔
に
ぴ
っ

た
り
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
や
布
マ
ス
ク
は
、
不ふ

織し
ょ
く

布ふ

マ
ス
ク
に
比
べ
飛ひ

沫ま
つ

の
飛
散
量
が

多
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
表
面
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
外
す
時
や

捨
て
る
時
も
表
面
は
触
ら
な
い
よ
う
に
。

　ど
こ
の
ど
な
た
が
感
染
し
た

と
か
う
わ
さ
を
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
い
つ
誰

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　「も
し
自
分
が
感
染
し
て
し

ま
っ
た
ら
」と
い
う
立
場
に
立
っ

て
う
わ
さ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

感
染
者
や
家
族
な
ど
へ
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

風評被害を出さないで
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保護犬 ･保護猫の譲渡会開催
　９月 20 日（月）、「鹿児島県動物愛護団体 くるく
るいちご」主催の保護犬・保護猫の譲渡会がリブン
プラスで開催されました。この取り組みは、保護犬・
保護猫の里親を探すことを目的に定期的に開催され
ているもので、ずっと一緒にいられる家族を待つ犬
猫たちにたくさんの方が会いに来られました。

川内大綱引奉納花火
来年こそは川内大綱引を！　
　川内大綱引は、昨年に引き続き、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため中止となりましたが、大
綱引の開催予定日である９月 22 日（水）に新田神社
において、神事が行われ、疫病退散、天下泰平、そ
して来年度の開催を祈願しました。
　また、20 時 25 分の綱割り（大綱引開始）の時刻に
合わせて、川内川河川敷において、川内川大綱引奉
納花火の
打ち上げ
を行いま
した。

消毒液スタンド寄贈式
〜ＳＤＧｓでコロナ禍克服！〜
　９月 22 日（水）、株式会社ナカダイ（東京都）より、
未使用の足踏み式消毒液スタンド 576 台の寄贈が
ありました。これは、本市の｢未来創生ＳＤＧｓ・カー
ボンニュートラル宣言｣や｢循環経済産業都市｣の取
り組みに賛同いた
だき贈られたもの
で、公共施設など
に設置し、新型コ
ロナウイルス感染
防止対策のさらな
る強化に活用して
いきます。

　10 月１日（金）、「上甑町中甑」に甑島振興局が開庁
しました。甑島振興局は、甑島区域を統括し、本庁、
支所、市民サービスセンターとの連携強化を行い、
島民の声に迅速に対応できる市民目線を重視した身
近で頼られる組織となるよう市民の皆さま方のご意
見を伺いながら取り組んでいきます。

甑島振興局が開庁しました
　なお、甑島振興局と連携する下甑島の拠点にはこ
れまで通りの業務を行う下甑支所を置き、証明書発
行や市税や水道料金の収納など一部の窓口業務を行
う身近で頼れる市民の窓口として市民サービスセン
ターを里町と鹿島町に設置しました。

　「隈小はんや隊 2021」（5.6 年希望者で構成）に隈
之城地区コミ青少年育成部会から「はんや大旗」を贈
呈。隈之城地区コミ青少年育成部会は、コミュニティ
スクールとして一昨年から大会の練習や当日の引率
などの協力をしています。今年は残念ながら中止と
なった大会。来年度大きく舞う事を祈り、今年度の
大運動会の「ロックはんや」（５年生）でお披露目とな
りました。

隈小はんや隊！大きく舞って！

情報提供：隈之城地区コミュニティ協議会情報提供：はるゆうママさん
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　ど
の
く
ら
い
降
っ
た
ら
大
雨
？
強
風
っ
て
ど
の
く
ら
い
？

　今
回
は
、
大
雨
や
台
風
の
時
に
も
役
立
つ
そ
ん
な
基
準
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.8VOL.8
１時間雨量 予報用語

人の受けるイメージ 人への影響 屋外の様子 車

10 ～ 20ｍｍ
未満

やや強い雨
ザーザー

地面からの跳ね返
りで足元がぬれる。地面一面に水た

まりができる。20 ～ 30ｍｍ
未満

強い雨
土砂降り 傘を差していても

ぬれる。

車のワイパーを速くしても見づらい。

30 ～ 50ｍｍ
未満

激しい雨
バケツをひっくり返し
たよう

道路が川のよう
になる。

高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生
じブレーキが効かなくなる。
( ハイドロプレーニング現象 )

50 ～ 80ｍｍ
未満

非常に激しい雨
滝のよう　ゴーゴー 傘はまったく役に

立たなくなる。

水しぶきで辺り
一面が白っぽく
なり、視界が悪
くなる。

車の運転は危険。
80ｍｍ以上 猛烈な雨

息苦しくなるような圧迫感

問
合
先
／
本
庁
防
災
安
全
課
防
災
G
（
内
線
４
９
２
２
）

（気象庁ウェブサイトより抜粋）

雨の強さと降り方

平均風速 予報
用語

おおよその
時速 人への影響 屋外の様子 建造物

10 ～15
ｍ /ｓ未満

やや強
い風 ～  50㎞ 風に向かって歩きにくく

なる。
樹木全体や電線が
揺れ始める。 雨どいが揺れ始める。

15 ～20
ｍ /ｓ未満 強い風 ～  70㎞

風に向かって歩けなくな
り、転倒する人も出る。高
所での作業は極めて危険。

電 線 が 鳴 り 始 め
る。看板やトタン
板が外れ始める。

屋根瓦・屋根葺
ふき

材が剥がれるものがある。
雨戸やシャッターが揺れる。

20 ～25
ｍ /ｓ未満 非常に

強い風
～  90㎞ 何かにつかまっていない

と立っていられない。飛
来物によって負傷する恐
れがある。

細い木の幹が折れ
たり、根の張って
いない木が倒れ始
め、看板が落下・
飛散する。
道路標識が傾く。

固定されていないプレハブ小屋が移動、
転倒する。
ビニールハウスが広範囲に破れる。25 ～ 30

ｍ /ｓ未満 ～ 110㎞

30 ～ 35
ｍ /ｓ未満

猛烈な
風

～ 125㎞

屋外での行動は極めて危
険。

固定の不十分な金属屋根の葺材がめくれ、
養生が不十分な仮設足場が崩落する。

35 ～ 40
ｍ /ｓ未満 ～ 140㎞ 多くの樹木が倒れ、

電柱や街灯が倒れ
たり、ブロック壁
が倒壊し始める。

外装材が広範囲にわたって飛散し、下地
材が露出したりし始める。

40 ｍ /ｓ
以上 140㎞～ 住家が倒壊したり、変形する鉄骨構造物

が出始める。

風の強さと吹き方

第伍回

　薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遺
産

歴
史
文
化

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

語
り
継
が
れ
る
伝
説
の
大
男

「
ふ
と
ど
ん
」の
話

〜
藺
牟
田
池
と
丸
山
が
で
き
る
ま
で
〜

　今
回
は
、
祁
答
院
町
に
あ
る
藺
牟
田
池
と

　

脇
町
の
塔
之
原
と
市
比
野
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど

に
あ
る
丸
山
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。

―
巨
人
の
ふ
と
ど
ん
―

　
む
か
し
む
か
し
の
お
話
で
す
。

　
祁
答
院
の
藺
牟
田
は
土
地
が

高
台
に
あ
る
の
で
水
田
が
で
き

ず
、
人
々
は
大
層
困
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、力
持
ち
の
大
男「
ふ

と
ど
ん
」は
、こ
こ
に
池
を
掘
っ

て
田
ん
ぼ
を
開
か
せ
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
ふ
と
ど
ん
は
、
身

の
丈
50
ｍ
も
あ
り
天
に
届
く
よ

う
な
大
男
で
し
た
か
ら
、
た
っ

た
一
晩
で
深
い
穴
を
掘
り
、
池

を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
今
の
藺
牟
田
池
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ふ
と
ど
ん
は
、

四
方
に
目
を
配
り
、
掘
っ
た
土

の
や
り
場
を
探
し
ま
し
た
。
や

が
て
気
に
入
っ
た
場
所
を
見
つ

け
た
の
か
、
掘
っ
た
土
を
樋
脇

の
上
之
原
盆
地
ま
で
運
び
、
こ

ん
も
り
と
山
の
よ
う
に
積
み
上

げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
今
の
丸
山
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
藺
牟
田

■
文
責
・
問
合
せ
＝
本
庁
文
化
課

文
化
財
Ｇ（
内
線
５
２
３
２
）

池
の
周
り
と
丸
山
の
大
き
さ
は
同

じ
く
ら
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
ゆ

え
ん
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
ふ
と
ど
ん
が
土
を

持
ち
上
げ
る
際
に
踏
ん
張
っ
た
足

跡
が
、
丸
山
の
東
側
の
谷
間
に

沿
っ
て
片
方
だ
け
今
も
残
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
と
て
も
興
味
深
い
昔
話
で
す

ね
。

―
お
菓
子
の
ふ
と
ど
ん
―

　
市
比
野
の
福
寿
堂
さ
ん
は
、
こ

の「
ふ
と
ど
ん
」を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
、
当
時
市
比
野
に
赴
任
し
て
い

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
協
力

し
、「
ふ
と
ど
ん
」の
お
菓
子
を
開

発
し
ま
し
た
。

　
ふ
と
ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
ふ
と

ど
ん
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

道の駅樋脇「遊湯館」などで道の駅樋脇「遊湯館」などで
販売中の「ふとどん」販売中の「ふとどん」
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第
37
回

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　今年１月、パークゴルフ場のある大原野池公園隣の
駐車場前にステンレス・鉄・アルミのオーダー加工工
場をオープンいたしました。企業、個人のお客さまの
ニーズに合わせ、今までの経験を生かしたご提案をい
たします。当社は、良質・丁寧・安心をモットーにし
ています。ぜひ私たちにお任せください。まずは、お
気軽にご相談ください。

●所在地／川永野町 6506-3
　　　　　 090（9603）5208　（27）0540
●営業時間／ 8:30 ～ 17:00
●定休日／毎週土・日曜日、祝日、不定休あり
●駐車場／６台

株式会社ドウワキ工業　起業者：堂
どう
脇
わき
　裕
ゆう
治
じ
さん

有
限
会
社

鹿
児
島
測
量
施
工
管
理

有
限
会
社
鹿
児
島
測
量
施
工
管
理

宮
内
町
1
8
4
7

番
地
7

（
25
）2
1
2
9

　
今
回
は
、
有
限
会
社
鹿
児
島
測

量
施
工
管
理
を「
深
ボ
リ
！
」。
代

表
取
締
役
の
池い

け

田だ

智と
も

大ひ
ろ

さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
平
成
元
年
の
創
業
以

来
、
鹿
児
島
を
拠
点
と
し
、
建
設

業
界
に
お
け
る
測
量
・
設
計
・
施

工
管
理
に
携
わ
っ
て
お
り
、
九
州

を
中
心
に
全
国
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
当
社
の
測
量

調
査
部
門
、
設
計
部
門
、
３
次
元

計
測
部
門
の
３
つ
の
柱
を
軸
と
し

て
多
種
多
様
な
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
３
次
元
関
係
の
分
野
で
は
日

本
屈
指
の
技
術
力
を
誇
り
ま
す
。

３ス
リ
ー

Ｄデ
ィ
ー

　
Ｓサ

ー
ｕ
ｒ
ｖベ

イ
ｅｙ

　
当
社
で
は
平
成
25
年
に
開
始

し
た
３
次
元
計
測（
３
Ｄ
　
Ｓ
ｕ
ｒ

ｖ
ｅ
ｙ
）技
術
の
活
用
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
３
次
元
計
測
と
は
、

3
D
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
あ
る
い
は

Ｕ
Ａ
Ｖ（
※
）に
よ
る
上
空
か
ら
の

計
測
に
よ
り
物
体
や
地
形
を
立
体

的
に
捉
え
る
技
術
で
、
デ
ー
タ
化

し
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
Ｕ
Ａ
Ｖ
：
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー

　
ン
）の
こ
と

　
保
存
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
建

造
物
の
修
復
や
土
地
開
発
に
お
け

る
完
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
市
指
定

文
化
財
や
川
内
港
久
見
崎
み
ら
い

ゾ
ー
ン
開
発
事
業
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
災

害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
被
災

状
況
を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
の
業
界
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変

化
に
対
応
し
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ

う
、
若
い
人
材
の
育
成
や
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み「
力
の
み
な
ぎ
る
会
社
」を
目
指

し
ま
す
。

▲レーザ計測の作業風景

▲UAV計測の作業風景

▲写真のように見えますが、
　レーザスキャナーで計測
　した点群データです

▲池田代表取締役（前列中央）と社員の皆さん

鹿
児
島
本
線

3

★

320

320
ドウワキ
工業

木場茶屋駅

●
●
ネッツトヨタ
南国交通

至
い
ち
き
串
木
野
↓

キリ
トリ

キリ
トリ

有効
期限
：

令和
４年
1月
末日
まで

個人の
お客様

に限り
、5％

OFF

起業者応援！

今月の起業人び と

▲今年１月に作っ
　た約 2mの雪だ
　るま

▲左の雪だるま
　がスライムに
　変化！仕事も
　遊びも全力！

こちらのクーポンもご利用ください。
（見積時にご提出ください）

162021.11.10 広報

故
郷
を
思
い
な
が
ら
も

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
夢
を
追
い
上
京

　
も
と
も
と
地
元
で
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

た
有
村
大
治
郎
さ
ん
。
高
校
時

代
に
参
加
し
た
学
校
説
明
会
で

「
デ
ザ
イ
ン
を
本
格
的
に
学
ぶ
な

ら
情
報
量
が
多
い
大
都
会
に
行

く
べ
き｣

と
い
う
話
を
聞
い
て
上

京
し
ま
し
た
。

　
東
京
の
専
門
学
校
に
通
い
な

が
ら
デ
ザ
イ
ン
活
動
も
し
、
卒

業
後
の
現
在
は
、
東
京
か
ら
川

を
一
本
挟
ん
だ
神
奈
川
県
に
住

み
、
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
勤
務

し
な
が
ら
、
個
人
で
の
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
や
コ
ン
ペ
な
ど
へ
の

作
品
の
応
募
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の

展
示
会
に
足
を
運
び
、
同
世
代

の
ラ
イ
バ
ル
を
含
む
多
く
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
い
る
環
境
で
、
日
々

デ
ザ
イ
ン
と
向
き
合
い
、
腕
を

磨
い
て
い
る
の
で
す
。

器
用
な
両
親
の
影
響
と

薩
摩
川
内
市
の

自
然
の
環
境
が
土
台

　「
自
分
が
も
の
づ
く
り
に
目

を
向
け
る
き
っ
か
け
は
、
絵
が

う
ま
く
て
器
用
な
父
親
と
手
先

が
器
用
で
ア
イ
デ
ア
マ
ン
の
母

親
の
影
響
が
、
か
な
り
あ
る
と

思
い
ま
す（
笑
）。
そ
し
て
、
小

さ
い
頃
か
ら
図
工
と
か
美
術
も

遊
ぶ
事
と
同
じ
く
ら
い
好
き
で
、

ど
ち
ら
も
工
夫
を
忘
れ
ず
に
楽

し
ん
で
い
た
気
が
し
ま
す
。

　
今
思
う
と
、
東
京
に
は
広
々

と
自
由
奔
放
に
遊
べ
る
場
所
が

少
な
く
て
…
。
情
報
が
あ
ふ
れ

て
い
る
代
わ
り
に
自
然
と
の
距

離
が
遠
い
の
で
、
伸
び
伸
び
と

考
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
点
に
お
い
て
、
地
元
の

薩
摩
川
内
市
は
、
自
然
と
の
距

離
が
近
く
て
、
指
先
や
体
全
体

で
得
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
多

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
指
先
の
器

用
さ
と
か
、
柔
軟
に
考
え
る
力

の
土
台
が
で
き
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
」。

光
る
才
能
に
垣
間
見
る
将
来
性

　
有
村
さ
ん
は
９
月
に
、
菅
原

工
芸
硝
子（
S
ɡ
ｈ
ｒ
）が
主
催

す
る
ガ
ラ
ス
の
器
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト「
Ｐ

ピ
エ
ー
ル

Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｅ

Ｈ
エ
ル
メ

Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
　
Ｐ
パ
リ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ 

× 

S
ɡ
ｈ
ｒ
マ
カ
ロ
ン
の
う
つ
わ
コ

ン
テ
ス
ト
」で
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
の
コ

エ
ダ
小こ

ば
や
し林
さ
ん
、
時と
き
お
か岡
翔し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ

ん
と
３
人
の
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し

た「
第
14
回
シ
ャ
チ
ハ
タ
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
」で
は
、
入
賞
こ
そ
逃

し
た
も
の
の
、
約
１
３
０
０
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
10
作
品
に
選
ば
れ
る
な
ど
着
実

に
そ
の
才
能
は
開
花
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

両
親
と
故
郷
へ
の
思
い

　「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る

道
に
進
む
こ
と
を
応
援
し
て
く
れ

た
父
母
に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持

ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う

自
分
の
能
力
を
生
か
し
た
職
業
に

就
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
家
族
、

ひ
い
て
は
薩
摩
川
内
市
や
鹿
児
島

県
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
仕
事
を

し
て
、
恩
返
し
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
目
標
と
し
て
、
地
元
に

関
わ
る
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
す
。
自

分
が
頑
張
り
活
躍
す
る
こ
と
で
、

薩
摩
川
内
市
の
名
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
。

　
現
在
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も

普
及
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
故
郷

に
帰
り
、
場
所
に
関
係
な
く
自
分

の
能
力
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
。そ
ん
な
思
い
で
、日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
」。

有あ
り
む
ら村

　大だ
い

治じ

郎ろ
う

さ
ん

（22）

　
今
回
は
、
故
郷
を
思
い
な
が
ら

夢
を
追
い
掛
け
る
若
者
の
思
い
に

寄
り
添
い
ま
す
。

▲ 和柄模様をあしらった５種の朱肉。日本を象
徴するかのようなその印影は、どれもため息
が出るほど美しい。

▲ 有村大治郎さん
ツイッター

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージした新コーナーで、人物や活動
の紹介だけでなく、その人の思いにスポッ
トを当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

マカロンのうつわコンテストで
優秀賞を受賞した作品「Airy」

シャチハタデザインコンペ
ファイナリスト作品
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